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ソーシャル・インクルージョン的観点からの空き家の利活用を 
進め、地域の居場所づくりを行う

空き家の利活用を通じて私たちは 
以下の3つの活動を行っていきます

1 子どもから大人まで、地域の人たちに空き家の利活用を通じて 
建築づくりや地域づくりに参加してもらう

2

3 調布市の住宅地における空き家を活かした徒歩圏内公共施設の 
あり方の可能性を探る



地域のための空き家を利活用した居場所づくり

こどもへの 
建築教育

地域の人たちが 
空き家改修参加

DIYワークショップの運営 
コミュニケーション力の育成

空き家を通じて学生の教育をベースにしながら 
地域住民のまちへの愛着を涵養する

まちのプレーヤーになる 
エッセンスを仕込む

学生たちが 
空き家改修を 
オープンに行う



ひとり親一人暮らし

家族以外の個人が互いに 
交流する場所の減少 

鍵っ子

独居老人

障害者
人口減少と高齢化の著しい地域における住民
の生活行動の実態を調査・分析すると共に、
そこから得られた結果を用いて、彼らの日常
生活における交流を促す居場所づくりを行う

ソーシャル・インクルージョン的観点からのアプローチ
今日的な「つながり」の再構築を図り、全ての人々を孤独や孤立、排除や摩擦
から援護し、健康で文化的な生活の実現につなげるよう、社会の構成員として
包み支え合う（ソーシャル・インクルージョン）ための社会福祉 
（厚労省・「社会的な援護を要する人々に対する社会福祉のあり方に関する検討会」報告書より）

空きストック（空き家）の利活用



歩く・自転車に乗る・車に乗る 
徒歩圏の重要性
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徒歩圏内の空き家に 
まちの役割を与える


